
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成25年度 年次報告書

「情報を生かすものづくり j のためのマテリアル ・ エンジニア育成プロジェクト

1 . 緒言

様々な分野の 「ものづくり」の基盤となるのは新材

料の「ものづくりjである。新素材の創成については、

化学分野や材料科学 ・材料工学分野の世界中の研究

者・技術者が日々精力的に研究開発に取り組んでいる。

この 「ものづくり」の一つの出発点は、 物質に関す

る情報を十分に活用することであろう。 物質の構造的

特徴を理解したり、 物質の示す様々な性質の中にどの

ような可能性や重要因子が潜んでいるかを的確に知る

ことができれば、 ものづくりの方向性が明確になり、

より高い価値を有する材料を生み出すことが可能とな

る。 では、 情報を生かすものづくり教育をどのように

実施すべきであろうか？

現在、 物質生命化学科の教育目標には科学技術の理

解の深化が植われ、 その目的達成に向けた現代的なカ

リキュラムが構築されている。 その中で、 例えば、 分

子構造について学習する機会は多いが、 その情報を実

感する、 すなわち立体構造を実感する機会はほとんど

ない。 立体構造については、 現在理論計算を活用した

3次元グラフィックスで確認することは可能になった。

しかしそれを手に触れて実感する機会は与えられてお

らず、 ものづくりを実践する研究者の実感は乏しし、。

一方、膨大な研究の蓄積によって、分子に関する様々

なデータが集積されている。 情報を上手に活用し、 そ

の中から価値ある情報を引き出すかは研究者にとって

重要な仕事であるが、 高機能材料の合理的開発を志向

した情報処理技術に関する講義・演習はほとんど行わ

れていない。

このような背景から、 本フ
。
ロジェクトでは、 材料開

発研究において獲得する様々な情報を活用する（生か

す） ことが重要であると考え、 分子を実感できるよう

にすること、 最新の情報機器を化学研究に活用するこ

と、 化学研究で得られる膨大な数値データの中から価

値ある情報を獲得する技術を修得するための教育を実

施することを目的として、 外部の専門家による模擬授

業を開講し、 実際の学生の反応と講義実施における課

題を検討して、 今後の講義設計を行うこととした。

2. 実施方法

ウノレプラムリサーチアジア（株）・セーノレスエンジニ

ア ・ 中村英史氏（日本大学非常勤講師）、合同会社シン

ボリツクシステムズ・代表・松田裕幸氏 （一橋大学 ・

法政大学非常勤講師） を非常勤講師として招I悔し、 化
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図1. 3D造形に関する（a）講義概要と（b）講義資料

学系学生に対する情報処理教育に関する模擬授業をし

ていただいた。

中村氏の講義では、 「 モデリングに基づく三次元造

型Jをテ ーマとした（図l参照）。 コ ンピュータグラフ

ィクスで作成された物体を、 30 プリンターによって

実際の三次元的図形として造型する演習を行った。 こ

の演習を通じで、30プリンターという外部接続装置を

コンビューターで制御する方法を学習させることも目

的とした。

松田氏の講義では、 「実験データに関するデータマイ

ニング技術の実践Jをテ ーマとした（図2参照）。 この

講義では、 統計処理として高度な機能を有している数

学ソフトウエアMathematicaを活用することで、 化学

分野の実験データや理論計算による膨大な数値データ

の中から有用な情報を抽出する手法を説明していただ

いた。 また、 データ分析がビジネスのどのようなシー

ンで役立つかについてもご紹介いただき、 実際のデー

タ分析ビジネスのモデ
‘
／レを学生諸君に体験していただ

いた。






